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（2（2））

９月　
定例
議会 

　平成24年第３回定例会は、９月５日から14日まで

の10日間の日程で開催されました。

　今回の定例会では、報告１件、条例の一部改正２

件、工事請負契約１件、損害賠償額決定１件、補正予

算４件の９議案について可決しました。また、平成23

年度板倉町一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳

入歳出決算の６議案を認定しました。

可

決

補

正

予

算

予算総額（単位：千円）補正額（単位：千円）項  目

5,182,47231,770一 般 会 計

136,21927後期高齢者医療特別会計

1,138,58321,417介 護 保 険 特 別 会 計

339,300収益的収入             0

水 道 事 業 特 別 会 計
333,766収益的支出        △57

54,801資本的収入             0

166,412資本的支出  △3,931

報
告
・
条
例
の
一
部
改
正
・
補
正
予
算
・
決
算
認
定
な
ど
　
議
案
を
可
決

15

一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
追
加
補
正

平
成
　
年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定

23

一
般
質
問
に
は
４
名
が
登
壇

議会
初日

９
５昌

９月定例議会

債
費
比
率
は
、　

・
１
％
で
す
。

11

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
は
、
町
債

残
高
な
ど
を
主
と
し
た
将
来
負
担

額
が
、
充
当
可
能
基
金
と
元
利
償

還
金
の
普
通
交
付
税
に
お
け
る
基

準
財
政
需
要
額
算
入
見
込
み
額
を

合
わ
せ
た
充
当
可
能
財
源
等
を
下

回
る
こ
と
か
ら
、
将
来
負
担
比
率

は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
公

営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定
し
ま
す

が
い
ず
れ
も
資
金
不
足
で
は
な
い

た
め
、
資
金
不
足
比
率
も
算
定
さ

れ
ま
せ
ん
。

◆
板
倉
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
板
倉
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
町
道
１

－

９
号
線
（
八
間
樋
橋

関
連
道
路
）
の
道
路
改
築
工
事
２

工
区
に
伴
う
請
負
契
約
の
締
結

は
、
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
札
参
加
業
者
数
、
入
札
の
回

数
、
ま
た
請
負
率
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
伺
い
た
い
。

条
例
の
一
部
改
正

そ
の
他
の
質
疑
　
　

◆
平
成
　
年
決
算
に
基
づ
く
健
全

23

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
の
４
つ
の
比
率
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
は
、

実
質
赤
字
で
は
な
い
た
め
、
実
質

赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

連
結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
も

す
べ
て
の
会
計
が
実
質
赤
字
ま
た

は
資
金
不
足
で
は
な
い
た
め
、
算

定
さ
れ
ま
せ
ん
。
次
に
、
実
質
公

報

告
　

　

　

平成24年平成24年度度
補正予算補正予算をを
可決しまし可決しましたた

下表のとおり

Ｑ
今
村
議
員
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入
札
参
加
業
者
は
　
業
者
で
町

10

内
は
４
業
者
で
す
。
入
札
の
回
数

は
１
回
で
請
負
率
は
　
・
８
％
と

82

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
昨
年
の
台
風
に
よ
る
豪
雨
で
町

道
が
一
部
冠
水
し
た
こ
と
に
よ

り
、車
両
の
水
没
事
故
が
発
生
し
、

そ
の
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
が
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
な
ど
で
町
道
が
冠
水
し
た

路
線
が
　
か
所
と
報
告
が
あ
っ
た

10

が
、
今
後
の
事
故
防
止
策
を
伺
い

た
い
。

　
大
雨
な
ど
で
冠
水
す
る
町
道
を

か
さ
上
げ
す
る
こ
と
で
解
消
さ
れ

る
が
、
予
算
面
も
あ
り
一
気
に
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

す
。
ま
た
冠
水
の
原
因
と
し
て
、

道
路
に
沿
っ
て
あ
る
排
水
路
に
汚

泥
が
堆
積
し
排
水
が
悪
く
な
っ
て

い
る
所
も
あ
る
の
で
現
地
を
確
認

し
な
が
ら
改
善
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、事
故
防
止
策
で
す
が
、

大
雨
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
冠
水
路

線
へ
通
行
止
め
看
板
等
の
設
置
な

ど
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
損
害
賠
償
の
額
を
決
め
る
に
あ

た
り
、
町
と
相
手
と
の
割
合
が
２

対
８
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
決
ま
っ
た
の
か
。

　
過
失
割
合
に
つ
い
て
は
、
両
保

険
会
社
で
弁
護
人
を
立
て
て
交
渉

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
裁

判
の
事
例
を
も
と
に
過
失
割
合
が

決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度

36

24

板
倉
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
は
ば
た
け
ぐ
ん
ま
の
担
い
手
支

援
事
業
の
具
体
的
な
事
業
内
容
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

　
法
人
等
の
支
援
型
、
新
規
就
農

者
支
援
型
、
新
時
代
対
応
型
の
３

つ
の
タ
イ
プ
で
構
成
さ
れ
、
本
町

で
は
法
人
を
含
む
４
件
の
農
家
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
機

械
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

の
整
備
、
ハ
ウ
ス
の
張
り
替
え
な

ど
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
重
要
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る

　
か
所
、
水
塚
だ
け
修
復
を
し
て

70も
利
活
用
が
決
ま
っ
て
い
な
け
れ

ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　
公
民
館
な
ど
生
涯
学
習
の
場
、

学
校
教
育
の
場
な
ど
で
重
要
文
化

的
景
観
を
い
ろ
ん
な
形
で
普
及
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
利

活
用
を
含
め
た
な
か
で
保
存
活
用

委
員
会
を
組
織
し
て
い
き
た
い
。

　
農
産
物
直
売
所
運
営
費
補
助
金

の
具
体
的
な
内
容
が
知
り
た
い
。

　
低
迷
し
て
い
る
農
産
物
直
売
所

季
楽
里
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン

ト
の
経
費
及
び
運
営
費
の
補
填
と

す
る
も
の
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
が

経
過
し
、
今
回
の
補
正
で
屋
根
瓦

等
処
理
委
託
料
　
万
９
千
円
が
計

91

上
さ
れ
た
が
い
ま
ま
で
の
瓦
れ
き

処
理
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
１
年
以
上
が
経
っ
て
い
る
が
、

い
ま
ま
で
に
一
度
も
資
源
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
搬
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
処
理
す
る
業
者
が
見
つ

か
ら
ず
、
よ
う
や
く
業
者
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
広
報
紙

な
ど
を
通
じ
て
震
災
時
に
集
め
ら

れ
た
瓦
れ
き
の
ほ
と
ん
ど
が
屋
根

瓦
で
す
。
量
は
１
５
０
ト
ン
に
な

り
ま
す
。
内
容
は
、
瓦
れ
き
の
積

み
込
み
代
、
運
搬
料
及
び
処
分
費

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
営
五
箇
谷
地
区
ほ
場
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
、
ま
た
認
可
申
請

に
当
た
り
同
意
率
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
分
か
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

　
五
箇
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、
県

営
事
業
で
整
備
す
る
と
い
う
形
で

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
正
は

県
負
担
が
１
／
２
、
町
負
担
が
１

／
２
と
い
う
こ
と
で
総
額
は
３
１

３
万
４
千
円
が
か
か
り
ま
す
が
そ

の
１
／
２
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
同
意
状
況
で
す
が
、　

％
88

に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
１
０

０
％
の
同
意
を
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
は

総
会
時
に
２
／
３
以
上
の
賛
成
で

始
め
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

平
成
　
年
度
着
手
と
い
う
予
定
で

26

進
め
て
い
ま
す
。

　
町
税
徴
収
管
理
業
務
の
過
誤
納

還
付
金
は
、
ど
う
い
う
と
き
に
発

補

正

予

算

質

疑

Ｑ
荒
井
議
員

Ａ
産
業
振
興
課
長

Ｑ
小
森
谷
議
員

Ｑ
黒
野
議
員

Ａ
産
業
振
興
課
長

Ｑ
延
山
議
員

Ａ
環
境
水
道
課
長

Ａ
産
業
振
興
課
長

Ｑ
今
村
議
員

Ｑ
秋
山
議
員

◆補正予算質疑（一般会計）

▲板倉らしく揚舟に野菜を陳列

Ａ
都
市
建
設
課
長

Ｑ
今
村
議
員

Ａ
都
市
建
設
課
長

Ｑ
青
木
議
員

Ａ
都
市
建
設
課
長

Ａ
鈴
木
教
育
長

▲10月中旬から搬出開始
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９月　
定例
議会 

生
す
る
の
か
。
予
算
に
は
取
っ
て

あ
っ
た
が
、
追
加
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
の
か
。
ど
れ
く
ら

い
あ
っ
た
の
か
。

　
今
回
の
補
正
内
容
は
、
確
定
申

告
を
さ
れ
て
、
医
療
費
控
除
の
追

加
に
か
か
わ
る
も
の
、
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
の
修
正
な
ど
に
よ

り
還
付
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
修
正

に
つ
い
て
は
　
件
で
あ
り
ま
す
。

24

　
小
学
校
運
営
の
耳
鼻
科
眼
科
診

断
器
借
上
料
、
中
学
校
運
営
で
も

リ
ー
ス
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

授
業
で
使
用
す
る
の
か
、
保
健
室

に
設
置
し
て
使
う
の
か
。耳
鼻
科
、

眼
科
だ
け
な
の
か
。

　
小
中
学
校
で
は
決
ま
っ
た
時
期

に
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
度
ま
で
は
耳
と
鼻
、
耳

鼻
咽
喉
の
検
査
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
検
査
の
際
に
一
人
１

器
具
を
使
用
す
る
た
め
の
レ
ン
タ

ル
料
に
な
り
ま
す
。
検
査
に
つ
い

て
は
、
小
学
生
は
偶
数
年
の
２
年

生
、
４
年
生
、
６
年
生
。
中
学
生

は
１
年
生
と
２
年
、
３
年
は
希
望

者
に
な
り
ま
す
。

　
東
洋
大
学
と
の
連
携
事
業
で
補

正
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
ど
ん
な

こ
と
を
や
る
の
か
。

　
今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、　12

月
　
日
に
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
を
卒

15
業
し
た
も
と
の
学
生
を
招
く
大
同

窓
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
大
同

窓
会
の
催
し
の
中
で
抽
選
会
を
行

い
、
そ
の
時
の
賞
品
と
し
て
５
万

円
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度

37

24

板
倉
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
補
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
電
算

シ
ス
テ
ム
の
一
部
を
改
修
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
の
補
正
で
質
疑

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度

38

24

板
倉
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
２
，１
４
１
万
７
千
円
を

追
加
し
、予
算
総
額
を
　
億
３
，８

11

５
８
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
具
体
的
に
説
明
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
い
う
の
は
、
１
年
間
の
あ
る

一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
介

護
保
険
と
医
療
保
険
で
超
え
た
部

分
を
給
付
す
る
と
い
う
の
が
高
額

合
算
介
護
の
給
付
費
と
い
う
も
の

で
す
。議

案
第
　
号
　
平
成
　
年
度

39

24

板
倉
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
補
正
の
内
容
で
す
が
、出
資
金
、

一
般
会
計
の
出
資
債
の
償
還
負
担

金
、
債
務
負
担
行
為
の
３
点
に
関

す
る
も
の
で
す
。

　
水
道
広
域
化
の
関
係
で
す
が
、

基
本
構
想
策
定
業
務
費
用
負
担
金

と
い
う
こ
と
だ
が
、
業
務
委
託
先

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
業
務
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
業
者
を
選

定
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

基
本
構
想
、　
年
先
の
事
業
計
画
、

10

補
助
金
申
請
と
い
う
こ
と
で
３
つ

の
コ
ン
サ
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
随
時
報
告
し
ま
す
。

◆
認
定
第
１
号
　
平
成
　
年
度
板

23

倉
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

◆
認
定
第
２
号
　
平
成
　
年
度
板

23

倉
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
認
定
第
３
号
　
平
成
　
年
度
板

23

倉
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
認
定
第
４
号
　
平
成
　
年
度
板

23

倉
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
認
定
第
５
号
　
平
成
　
年
度
板

23

倉
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
認
定
第
６
号
　
平
成
　
年
度
板

23

倉
町
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
な
お
、
最
終
日
に
行
わ
れ
た
決

算
認
定
に
つ
い
て
の
主
な
質
疑
要

旨
は
、
９
ペ
ー
ジ
か
ら
　
ペ
ー
ジ

11

に
掲
載
し
ま
す
。
そ
ち
ら
で
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ａ
戸
籍
税
務
課
長

Ｑ
青
木
議
員

Ａ
教
育
委
員
会
事
務
局
長

Ｑ
市
川
議
員

Ａ
企
画
財
政
課
長

Ｑ
青
木
議
員

Ａ
健
康
介
護
課
長

Ｑ
荒
井
議
員

Ａ
環
境
水
道
課
長

決

算

認

定

説

明
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問
・
虚
偽
・
悪
質
な
不
正
請
求
に

よ
っ
て
医
療
費
を
支
払
わ
さ

れ
た
板
倉
町
国
保
会
計
は
、

保
険
金
詐
欺
の
被
害
者
で
あ

り
、
刑
法
の
保
護
法
益
下
刑

事
告
訴
・
告
発
の
権
利
を
有

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
刑

事
罰
は
犯
し
た
罪
を
罰
す
る

だ
け
で
な
く
、
犯
罪
の
予

防
・
抑
止
・
一
罰
百
戒
の
役

割
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
医
療
費
の
膨
張
・
増
大

は
、
今
や
社
会
・
経
済
問
題

化
し
て
い
る
時
で
も
あ
る
か

ら
、
被
害
金
額
の
返
還
を
求

め
る
だ
け
で
な
く
、
一
罰
百

戒
の
効
果
も
込
め
て
、
警
察

へ
の
被
害
届
ま
た
は
刑
事
告

訴
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
私
も
基
本
的
に
は
議

員
の
考
え
方
に
同
感
で
あ

る
。
疑
い
の
段
階
で
刑
事
告

訴
と
い
う
手
段
も
持
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
将
来

の
抑
止
効
果
を
考
え
る
と
見

逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
は

町
長
判
断
で
疑
わ
し
い
材
料

を
持
っ
て
警
察
に
出
向
か
ざ

る
を
得
な
い
と
思
う
が
、
そ

う
い
う
行
動
を
と
る
か
ど
う

か
、
も
う
一
度
確
認
し
て
対

応
を
決
断
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

よ
っ
て
支
払
わ
さ
れ
た
医
療

費
は
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
板
倉
町
国
保
会
計
で
過

去
に
返
還
さ
せ
た
事
例
は
何

例
あ
っ
た
の
か
。

答
・
健
康
介
護
課
長
　
板
倉
町
国

保
会
計
と
し
て
は
、
今
ま
で

返
還
さ
せ
た
例
は
一
例
も
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

被
害
届
を
警
察
へ

出
さ
な
い
理
由
は

 
                                     

問
・
虚
偽
・
不
正
の
レ
セ
プ
ト
に

よ
っ
て
医
療
費
を
騙
し
と
る

行
為
は
、
保
険
金
詐
欺
に
当

た
り
刑
事
罰
の
対
象
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
被
害
者
で
あ

る
板
倉
町
国
保
会
計
が
警
察

へ
被
害
届
、
告
訴
を
し
な
い

理
由
は
何
故
か
。

答
・
健
康
介
護
課
長
　
板
倉
町
国

保
会
計
の
権
限
と
し
て
は
、

国
保
法
　
条
２
が
適
用
範
囲

45

内
で
あ
っ
て
、
刑
事
罰
に
関

す
る
適
用
に
つ
い
て
は
厚
労

省
及
び
群
馬
県
が
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

板
倉
町
国
保
会
計
は
刑
事
告
訴
権

を
有
し
て
い
る
の
で
は

 
                                     

て
い
る
。

不
正
請
求
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て

 
                                     

問
・
不
正
の
疑
い
の
あ
る
レ
セ
プ

ト
の
内
容
を
突
き
合
わ
せ
る

た
め
に
受
診
者
（
患
者
）
宅

　
軒
ほ
ど
訪
問
し
た
と
い
う

10こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果

ど
の
よ
う
な
食
い
違
い
が
わ

か
っ
た
の
か
。
具
体
的
に
例

示
し
て
ほ
し
い
。

答
・
健
康
介
護
課
長
　
　
軒
ほ
ど

10

患
者
宅
に
伺
っ
て
の
調
査
結

果
は
、
往
診
さ
れ
た
事
実
が

な
か
っ
た
の
に
往
診
さ
れ
て

い
た
と
事
実
に
反
し
た
請
求

内
容
が
多
か
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

不
正
請
求
に
よ
る
被
害
金
額
を

返
還
さ
せ
た
例
は

 
                                     

問
・
国
保
法
　
条
で
不
正
請
求
に

65

法
、
国
民
健
康
保
険
法
を
忠

実
に
守
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

不
正
の
疑
い
の
あ
る
請
求
書
（
レ

セ
プ
ト
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

 
                                     

問
・
診
療
機
関
か
ら
受
け
取
っ
た

診
療
請
求
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）
の
中
に
不
正
請
求
の
疑

い
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
を
見
つ

け
た
場
合
、
板
倉
町
国
保
会

計
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を

と
っ
て
い
る
の
か
。

答
・
健
康
介
護
課
長
　
診
療
費
の

請
求
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
中

に
不
正
な
点
が
見
受
け
ら

れ
、
そ
の
不
正
の
疑
い
が
濃

厚
で
悪
質
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
は
、
群
馬
県
国
保

援
護
課
へ
情
報
提
供
し
、
そ

の
県
国
保
援
護
課
は
厚
労
省

関
東
信
越
厚
生
局
群
馬
事
務

所
と
協
議
し
た
結
果
の
指
示

を
仰
ぐ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

国
民
健
康
保
険
の

目
的
・
役
割
に
つ
い
て

 
問
・
国
民
健
康
保
険
法
で
保
険
者

で
あ
る
板
倉
町
国
保
会
計

は
、
行
政
機
関
と
し
て
の
役

割
と
民
間
保
険
会
社
と
同
様

の
保
険
事
業
者
と
し
て
の
役

割
と
二
つ
の
役
割
、
二
つ
の

顔
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。

こ
の
二
つ
の
顔
・
役
割
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

答
・
健
康
介
護
課
長
　
市
町
村
国

保
会
計
は
、
行
政
上
の
役
割

と
保
険
事
業
者
と
し
て
の
役

割
と
二
面
を
持
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
二
つ
の
役

割
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

虚
偽
・
不
正
請
求
で
支
払
わ
さ
れ
た
医
療
費（
国
保
）

刑
事
告
訴
・
返
還
請
求
し
な
い
理
由
は
何
故
か
？

一

般

質

問

議会２日目
９月６日昭

①
青
木
　
秀
夫
　
議
員

◆一般質問
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９月　
定例
議会 

つ
い
て
は

参

加

団

体
、
事
業

へ
の
関
わ

り
方
等
課

題
が
多
く

あ
る
と
感

じ
る
が
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
原
点
を
明
確
に

し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

問
・
新
た
な
協
働
事
業
推
進
に
あ

た
っ
て
現
行
実
施
さ
れ
て
い

る
「
事
務
事
業
評
価
制
度
」

を
発
展
的
に
活
用
し
、
単
な

る
投
資
対
効
果
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
協
働
と
い
う
視
点

か
ら
も
検
証
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
る
が
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
協
働
事
業

の
選
定
・
評
価
に
つ
い
て
は
、

投
資
対
効
果
、
地
域
住
民
の

参
加
、
満
足
度
等
を
加
味
し

て
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の

協
働
と
い
う
考
え
方
で
の
事

 
問
・
「
協
働
」
と
い
う
考
え
方
を

定
着
・
推
進
す
る
た
め
に
は

一
つ
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
全
国
的
に
は

自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
住

民
と
行
政
の
役
割
、
議
会
の

役
割
を
制
度
化
し
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
当
町
に
お
け

る
制
度
制
定
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
地
方
分
権

一
括
法
の
施
行
、
少
子
高
齢

化
を
迎
え
て
の
課
題
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
等

を
解
決
す
る
に
は
、
住
民
・

行
政
・
議
会
等
の
役
割
分
担

を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
制
定
に
向
け
て
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

答
・
町
長
　
条
例
制
定
に
向
け
て

検
討
し
た
い
。

業
選
定
に
つ
い
て
は
評
価
会

議
で
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

選
択
と
集
中
を
す
る
こ
と
で

補
助
金
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は

 
問
・
補
助
金
行
政
は
選
択
と
集
中

で
見
直
し
の
検
討
を
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
補
助
金
交

付
要
領
に
基
づ
き
、
予
算
編

成
時
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
わ

せ
て
見
直
し
を
進
め
る
。

問
・
協
働
事
業
と
し
て
行
政
側
が

地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
に
は
難
し
さ
が
あ
る
。

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
先
進
自
治
体
で
は
「
住
民

提
案
型
協
働
事
業
」
を
展
開

し
て
い
る
。
従
来
の
行
政
側

か
ら
住
民
に
発
信
す
る
の
で

は
な
く
、
住
民
側
か
ら
積
極

的
に
行
政
側
へ
働
き
か
け
ら

れ
る
制
度
を
創
設
す
る
時
期

と
考
え
る
が
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
提
案
型
交

付
金
制
度
に
つ
い
て
は
地
域

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
い
う

点
で
は
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
近
隣
自
治
体
の
取
り
組

み
状
況
を
参
考
に
し
、
事
業

化
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定

当
町
の
考
え
方
は

た
め
に
は
総
合
力
、
い
わ
ゆ

る
協
働
の
考
え
方
が
必
要
で

あ
る
。

問
・
協
働
の
考
え
方
で
推
進
し
て

い
る
事
業
も
あ
る
が
、
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
あ

る
の
か
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
協
働
を
推

進
す
る
た
め
に
住
民
・
行
政

と
の
役
割
分
担
等
を
明
確
に

し
、
組
織
体
制
の
整
備
を
行

い
、協
働
の
考
え
方
が
定
着
・

推
進
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は

外
へ
の
発
信
力
が
な
い
が

 
問
・
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
等
が
多
々
あ
る
か
と
思
う

が
、
参
加
し
て
い
る
組
織
内

で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
外
へ
の
発
信
力
が
無
い

と
考
え
ら
れ
る
が
。

答
・
町
長
　
協
働
事
業
の
推
進
に

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
る
が

 
問
・
今
回
策
定
さ
れ
た
「
板
倉
町

中
期
事
業
推
進
計
画
」
の
中

で
新
た
な
地
域
社
会
シ
ス
テ

ム
と
し
て
住
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
提
案
し
て
い
る
が
。

答
・
企
画
財
政
課
長
　
行
政
単
独

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に

対
し
て
住
民
と
行
政
が
目
的

を
共
有
し
、
知
恵
と
工
夫
を

出
し
合
い
、
連
携
し
て
課
題

解
決
を
目
指
し
た
い
。

答
・
町
長
　
少
子
高
齢
化
、
成
熟

し
た
社
会
、
税
収
減
と
い
う

社
会
構
造
の
中
で
多
様
化
す

る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

自
治
基
本
条
例
の
制
定
で

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
！

一

般

質

問

議会２日目
９月６日昭

②
小
森
谷
幸
雄
　
議
員

▲花いっぱい運動も協働事業の一つ
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そ
れ
ま
で
に
具
体
的
は
話
が

な
か
っ
た
だ
け
に
期
待
度
は

非
常
に
高
い
が
、
具
体
的
内

容
は
伺
っ
て
い
な
い
。

県
企
業
局
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設

町
の
メ
リ
ッ
ト
は

 
                                     

問
・
県
企
業
局
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

産
業
用
地
４
・
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建

設
。
来
秋
運
転
開
始
に
よ
っ

て
、
町
に
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
局
か
ら
の
交
付

金
の
収
入
で
財
政
上
の
メ

リ
ッ
ト
、
エ
コ
の
話
題
性
と

い
う
形
で
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

　
人
の
参
加
で
、
　

組
位

70

10

カ
ッ
プ
ル
が
で
き
、
結
婚
ま

で
至
っ
た
の
が
３
組
と
い
う

状
況
。
今
年
度
も
商
工
会
青

年
部
、
農
協
青
年
部
の
協
力

で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
電
機
出
店
は
町
の
悲
願

出
店
時
期
は
い
つ
な
の
か

 
                                     

問
・
８
月
　
日
ヤ
マ
ダ
電
機
が
環

22

境
配
慮
型
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

の
開
発
に
あ
た
り
、
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
８
戸
の
地
鎮
祭
が
行

わ
れ
た
。
今
年
度
中
に
　
戸
60

に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
ま

で
進
行
し
て
い
る
の
か
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
新
聞
報
道

に
あ
っ
た
ヤ
マ
ダ
電
機
の
販

売
計
画
に
基
づ
い
て
進
ん
で

い
る
。
２
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

約
　
戸
分
の
分
譲
を
企
業
局

60
が
発
表
し
て
い
る
。

問
・
ヤ
マ
ダ
電
機
駅
前
出
店
は
　15

年
間
の
町
の
悲
願
で
あ
り
、

夢
と
希
望
が
叶
え
ら
れ
そ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態
な

の
か
。
計
画
さ
れ
た
敷
地
面

積
は
ど
の
位
か
。
出
店
の
時

期
は
い
つ
な
の
か
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
ヤ
マ
ダ
電

機
の
会
長
よ
り
地
鎮
祭
の
際

に
「
駅
前
に
出
店
す
る
」
と

い
う
発
言
を
い
た
だ
い
た
。

生
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
は

な
い
か
。

答
・
町
長
　
適
齢
期
に
な
っ
て
も

親
が
全
然
騒
が
な
い
。
親
が

騒
い
で
い
る
家
は
結
婚
が
早

い
。
社
会
問
題
と
し
て
総
合

的
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
か
な

い
と
、
単
に
政
策
一
つ
で
は

難
し
い
。
本
人
へ
の
対
応
は

婚
活
を
計
画
し
て
い
る
が
、

参
加
者
が
少
な
い
。
今
後
、

総
合
的
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問
・
年
齢
を
重
ね
て
も
結
婚
し
て

い
な
い
独
身
の
男
女
が
多

い
。
社
会
経
済
の
変
化
に

伴
っ
て
、
結
婚
や
出
産
を
望

ん
で
い
る
の
に
し
に
く
い
事

情
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を

取
り
除
く
必
要
が
あ
る
が
、

対
策
の
一
つ
と
し
て
の
婚
活

の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

答
・
総
務
課
長
　
婚
活
は
　
年
か

22

ら
始
ま
り
、　

年
２
月
で
５

24

回
実
施
。　

人
の
参
加
か
ら

20

遇
等
は
機
会
あ
る
ご
と
に
諭

し
戒
め
厳
し
く
指
導
し
て
来

て
い
る
。
７
月
１
日
か
ら
５

分
間
前
後
を
目
途
と
し
て
、

課
ご
と
に
朝
礼
も
取
り
入
れ

た
。

答
・
総
務
課
長
　
接
遇
の
研
修
、

話
し
方
研
修
、
電
話
応
対
研

修
は
必
要
。
民
間
企
業
に
比

べ
て
、
非
常
に
少
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
再
度
町
長
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

婚
活
事
業
を
も
っ
と
充
実
さ
せ

出
会
い
の
場
の
提
供
を

 
問
・
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
、
嫁
不
足
問
題
の
取
り

組
み
が
大
切
で
は
。
婚
活
事

業
を
も
っ
と
内
容
を
深
め
年

齢
制
限
な
し
で
、
出
会
い
を

求
め
る
方
は
全
員
受
け
入
れ

る
体
制
作
り
を
研
究
し
、
真

剣
に
町
を
あ
げ
て
取
り
組

み
、
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
を
誕

窓
口
業
務
は
優
し
い
笑
顔
を

言
葉
に
添
え
て
対
応
を

 
問
・
窓
口
業
務
は
役
場
の
顔
、
窓

口
に
み
え
た
方
に
真
心
込
め

た
挨
拶
か
ら
、
言
葉
遣
い
は

心
遣
い
、
町
民
優
先
に
親
切

丁
寧
に
優
し
い
笑
顔
を
言
葉

に
添
え
て
、
町
民
と
ふ
れ
あ

う
事
を
一
人
ひ
と
り
の
職
員

が
意
識
し
て
徹
底
し
て
実
行

す
る
。
こ
の
基
本
中
の
基
本

を
教
育
し
て
い
た
だ
き
、
町

民
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

役
場
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答
・
町
長
　
今
日
も
昨
日
も
一
昨

日
も
３
回
続
け
て
苦
情
が
来

て
い
る
。
職
員
と
し
て
の
姿

勢
、
心
構
え
、
町
民
へ
の
接

少
子
化
対
策
は
嫁
不
足
の
取
り
組
み
を

町
民
に
親
し
ま
れ
、信
頼
さ
れ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

一

般

質

問

議会２日目
９月６日昭

③
市
川
　
初
江
　
議
員

◆一般質問

▲駅北側の４．４ｈａへメガソーラー設置

板
倉
東
洋
大
前
駅

板
倉
東
洋
大
前
駅

東部公民館東部公民館

産業用地
（未造成）
産業用地
（未造成）

町立東小学校町立東小学校

太陽光発電所



（8（8））

９月　
定例
議会 ◆一般質問

に
す
れ
ば
こ
ち
ら
が
出
し
た

提
案
が
そ
の
ま
ま
企
業
局
の

考
え
方
と
一
致
し
た
と
受
け

止
め
て
い
る
。

問
・
企
業
局
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

建
設
す
る
こ
と
で
町
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
が
あ
る

の
か
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
非
常
に
今

回
の
土
地
が
、
な
か
な
か
利

用
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

こ
の
土
地
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

で
整
備
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
太
陽
光
の
設
備

は
、
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
償
却
資
産
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
企
業
局
か
ら

固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
額

が
交
付
金
と
し
て
見
込
ま

れ
、
財
政
上
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と

町
並
み
、
話
題
性
、
こ
れ
か

ら
も
町
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

後
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
際
は
、
町
の
財
政
状
況
に

応
じ
て
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

駅
南
側
の
商
業
施
設
用
地
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
の
考
え
は

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
・
立
地
条
件
が
厳
し
い
と
さ
れ

る
国
道
３
５
４
号
ま
で
の
駅

南
側
の
商
業
施
設
用
地
に
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
い
う
よ
う
な

考
え
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
・
町
長
　
住
む
こ
と
に
利
便
性

と
環
境
を
整
え
る
と
き
に
、

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
広
大

10な
場
所
な
の
で
、
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
し
て
で
き
る
だ
け
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
的
な
も
の
で
は

な
い
形
で
努
力
を
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

ヤ
マ
ダ
電
機
の
駅
前
出
店

最
大
限
の
協
力
体
制
を

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
・
ヤ
マ
ダ
電
機
の
駅
前
出
店
の

新
聞
報
道
の
な
か
で
、
山
田

会
長
が
ヤ
マ
ダ
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
た
い

と
あ
る
が
、
町
と
し
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
ヤ
マ

ダ
電
機
に
要
望
す
る
こ
と
は

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
要
望
し

て
い
き
た
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
基
本
的
に
ヤ
マ

ダ
電
機
に
要
望
と
い
う
形
で

は
な
く
、
町
と
し
て
は
、
ヤ

マ
ダ
電
機
、
企
業
局
、
そ
れ

と
本
町
、
こ
の
３
者
で
締
結

し
た
進
出
協
定
に
基
づ
い

て
、
ヤ
マ
ダ
電
機
が
進
め
る

環
境
配
慮
型
住
宅
団
地
と
い

う
よ
う
な
形
の
開
発
に
よ
る

住
宅
販
売
が
、
板
倉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
事
業
の
完
成
に
向
け

た
確
実
な
実
績
に
な
る
よ

う
、
最
大
限
の
協
力
体
制
を

と
っ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
あ
る
。
具
体
的
な
協
力

と
し
て
は
、
防
犯
灯
、
街
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
か
、
太
陽
光

発
電
の
施
設
の
設
置
推
進
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
協
力
要
請
も
今

と
い
う
現
状
が
分
か
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
町
長
か
ら

も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
活
用
と

い
う
の
も
非
常
に
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
意

見
を
企
業
局
に
申
し
入
れ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
企
業
局
か
ら
の
具
体

的
な
回
答
は
な
く
、
新
聞
で

報
道
さ
れ
る
２
日
前
に
な
っ

て
駅
北
側
の
産
業
用
地
へ
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建
設
す
る
と

い
う
報
告
を
受
け
た
。

問
・
企
業
局
が
事
業
主
と
な
っ
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
や
る
と
い

う
こ
と
に
ど
う
感
じ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

答
・
町
長
　
新
聞
発
表
以
前
の
６

月
か
ら
企
業
局
に
対
し
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
駅
北
側
の
用
地

に
設
置
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ

う
と
問
題
提
起
を
し
て
い
た

が
、
８
月
の
新
聞
報
道
の
直

前
、
当
町
へ
来
た
と
き
に
は

決
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
新
聞
報
道

に
至
る
ま
で
の
経
緯
は

 
問
・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
新
聞

報
道
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
・
産
業
振
興
課
長
　
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
６
月
下
旬
に

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
今
後

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
企

業
局
と
意
見
交
換
を
し
た
。

今
回
、
企
業
局
が
建
設
を
決

定
し
た
駅
の
北
側
の
産
業
用

地
に
つ
い
て
は
、
線
路
と
河

川
、
連
絡
水
路
、
跨
線
橋
、

こ
れ
ら
に
囲
ま
れ
て
い
る
と

い
う
立
地
環
境
か
ら
見
る

と
、
企
業
を
誘
致
す
る
に
は

非
常
に
厳
し
い
土
地
で
あ
る

企
業
局
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
ヤ
マ
ダ
電
機
の

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
及
び
駅
前
出
店
へ
期
待
高
ま
る

一

般

質

問

議会２日目
９月６日昭

④
川
野
辺
達
也
　
議
員

▲ヤマダ電機のスマートタウンイメージ
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平
成
　
年
度

23

決
算（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）を

認
定
し
ま
し
た

監
査
委
員
の
意
見
書
と
共
に
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

23

会
計
（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

決 算 審 査 意 見 書

【審査期日　平成24年８月22日昌　監査委員　美瀬博通　荻野美友】

総括的意見　平成23年度においては、一般会計及び特別会計を通じて、歳入歳出

決算はその計数に誤りがなく、帳簿、証憑書類も整備されており、会計経理は適

切であります。総体として、財政も健全に運営されており、有効かつ適切な予算

の執行によって、町民福祉の向上と地域社会の発展に努力されており、行政目的

が大方達成されたものと評価いたします。

　今後、地方分権、行財政改革を推進していくうえで、これらの趣旨を十分認識

し、健全な財政運営の堅持になお一層の努力を期待するものであります。

決 算 額

９/14最終日

【１．一般会計】

歳入総額 67億2,380万3,598円

歳出総額 60億2,494万0,658円

差引残額 6億9,886万2,940円

【２．後期高齢者医療特別会計】

歳入総額 1億1,815万0,097円

歳出総額 1億1,346万0,916円

差引残額 468万9,181円

【３．国民健康保険特別会計】

歳入総額 20億6,733万3,544円

歳出総額 19億5,501万2,383円

差引残額 1億1,232万1,161円

【４．介護保険特別会計】

歳入総額 10億0,897万4,356円

歳出総額 9億8,948万1,215円

差引残額 1,949万3,141円

【５．下水道事業特別会計】

歳入総額 1億9,428万4,487円

歳出総額 1億8,051万5,548円

差引残額 1,376万8,939円

【６．水道事業会計】

収益的収入 3億0,793万7,298円

収益的支出 3億0,868万0,667円

資本的収入 7,640万8,200円

資本的支出 1億5,827万6,097円

認
定
第
１
号
　
平
成
　
年
度

23

板
倉
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

　
合
併
問
題
で
す
が
、
平
成
　
年
23

度
一
般
会
計
に
お
け
る
主
要
事
業

の
成
果
、
主
要
事
業
の
概
要
、
歳

入
歳
出
決
算
書
の
中
に
、
ど
こ
を

見
て
も
合
併
と
い
う
記
述
が
あ
り

ま
せ
ん
。
現
状
に
お
い
て
、
合
併

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
周
辺
市
町

村
で
既
に
合
併
を
し
た
旧
藤
岡

町
、
旧
北
川
辺
町
な
ど
で
合
併
後

の
行
政
間
の
調
査
等
は
し
た
の
か

伺
い
た
い
。

　
近
隣
市
町
村
へ
の
調
査
に
な
り

ま
す
が
、
加
須
市
に
つ
い
て
は
市

民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
計
画
が
あ
る
と
を
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。
栃

木
市
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
る
状
況
で
、
合
併
前

の
市
町
単
位
で
地
元
の
課
題
等
を

整
理
し
な
が
ら
全
体
の
市
の
計
画

に
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
や
り
方

を
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
何
ら
か
の
形
で

検
証
し
て
い
く
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
時
に
情

報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併
を
推

進
す
る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。
し

か
し
、
我
が
町
が
中
心
に
な
っ
て

館
林
市
や
明
和
町
を
引
っ
張
る
と

い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
に
は
な
い

Ｑ
今
村
議
員

Ａ
企
画
財
政
課
長

Ａ
栗
原
町
長

一
般
会
計

主
な
質
疑

◆決算認定（平成23年度　一般会計、特別会計質疑）

使ったお金使ったお金はは
いくらなの　　いくらなの？？

（一般会計（一般会計））
６６００億億

２千５２千５百百万円万円



（10（10））

９月　
定例
議会 

と
私
自
身
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
１
市

２
町
の
合
併
で
あ
れ
ば
、
話
し
合

い
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
り
、
で
き
る

だ
け
推
進
し
た
い
と
意
思
表
示
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
首
長

同
士
の
私
的
な
関
係
で
今
の
状
況

を
い
か
に
し
た
ら
進
展
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
を
探
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
旅
券
発
給
事
務
は
、
平
成
　
年
22

に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
う
が
、
２

年
を
経
過
し
て
昨
年
の
発
給
状
況

を
伺
い
た
い
。

　
　
年
度
に
つ
い
て
は
、
３
７
７

23
件
の
旅
券
を
発
給
し
て
い
ま
す
。

内
訳
と
し
て
は
、　

年
申
請
２
１

10

６
件
、
５
年
申
請
が
１
６
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル

湿
地
登
録
さ
れ
た
が
、
遊
水
地
の

価
値
が
住
民
に
浸
透
し
て
い
な
い

と
思
う
。
環
境
学
習
へ
の
活
用
、

周
辺
自
治
体
と
の
連
携
な
ど
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
伺
い
た
い
。

　
遊
水
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
登

録
に
関
し
て
認
知
度
、
周
知
が
ま

だ
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

ご
指
摘
で
す
が
、
各
関
係
市
町
で

そ
れ
ぞ
れ
横
断
幕
や
懸
垂
幕
等
を

設
置
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
り
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
板
倉
東
洋
大
前

駅
は
、
遊
水
地
に
一
番
近
い
駅
な

の
で
関
係
課
と
連
携
を
図
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強
化

事
業
と
し
て
公
用
車
を
購
入
し
た

が
、
全
国
の
警
察
が
摘
発
し
た
児

童
虐
待
事
件
は
年
々
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
児
童
虐
待
は
深
い
心
の

傷
と
し
て
残
り
ま
す
。
町
と
し
て

し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
児
童
虐
待
を
緊
急
的
に
対
応
す

る
た
め
に
は
車
は
不
可
欠
で
す
。

現
場
へ
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
る
た

め
、
県
安
心
こ
ど
も
基
金
か
ら
１

０
０
％
補
助
で
公
用
車
を
購
入
し

ま
し
た
。
ま
た
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
と
連
携
を
取
り
、
児
童
や

生
徒
に
傷
害
等
が
あ
っ
た
場
合

は
、
即
連
絡
い
た
だ
い
て
、
状
況

を
把
握
し
つ
つ
家
庭
訪
問
を
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
館
林
警
察
署
と
も
連
携
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
渡
良
瀬
川
及
び
利
根
川
架
橋
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
年
に
何
回
か

は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
て
進
め

て
も
ら
い
た
い
が
い
か
が
。

　
渡
良
瀬
川
及
び
利
根
川
架
橋
協

議
会
は
、群
馬
県
内
で
は
館
林
市
、

明
和
町
、
板
倉
町
、
栃
木
県
で
は

佐
野
市
、
埼
玉
県
で
は
羽
生
市
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
協
議
会

で
す
。
協
議
会
の
活
動
で
３
県
に

要
望
し
て
も
な
か
な
か
進
展
が
み

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
い
じ
め
に
対

し
て
本
町
で
は

い
じ
め
は
あ
り

ま
せ
ん
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た

が
、
予
備
軍
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
表
面
化
し
な

い
う
ち
に
、
学
校
を
中
心
と
し
て

事
態
に
即
し
た
対
策
を
立
て
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
じ

め
を
防
止
す
る
一
つ
と
し
て
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
な
ど
、
地
域
み
ん
な
で
防

止
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
い
じ
め
問
題
は
毎
日
の
よ
う
に

新
聞
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
は
暴
力
か
ら
悪
口
を
言
っ
た
と

い
う
も
の
ま
で
入
っ
て
き
ま
す
。

い
じ
め
は
ゼ
ロ
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
問
題
行
動
と
い
う

の
は
あ
り
ま
す
。
当
町
で
も
い
じ

め
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ

と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
つ
一
つ
き
ち
っ
と
し
た
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　
先
日
決
算
委
員
会
で
町
債
の
利

率
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

１
・
０
％
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は

０
・
９
％
で
借
り
入
れ
ら
れ
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
水
道
事
業

で
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
か
ら

の
借
入
金
利
率
が
１
・
７
％
に

な
っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
の
町

債
は
間
違
い
な
く
１
％
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
町
債
の
借
り
入
れ
の
利
率
で
す

が
、
最
新
の
利
率
は
０
・
９
％
で

あ
り
、
い
ま
ま
で
で
最
低
の
利
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
借
り
入

れ
て
い
る
も
の
で
最
高
の
利
率
が

平
成
２
年
の
借
り
入
れ
で
当
時
の

簡
保
資
金
で
あ
り
ま
す
が
６
・
６

％
と
い
う
利
率
で
借
り
入
れ
て
お

り
ま
す
。

Ａ
戸
籍
税
務
課
長

Ｑ
荒
井
議
員

Ａ
福
祉
課
長

Ｑ
黒
野
議
員

Ａ
企
画
財
政
課
長

Ｑ
秋
山
議
員

Ｑ
市
川
議
員

Ｑ
青
木
議
員

Ａ
鈴
木
教
育
長

Ｑ
延
山
議
員

Ａ
企
画
財
政
課
長

Ａ
企
画
財
政
課
長

▲上り・下りの駅ホームへ設置してＰＲ



（1（111））　議会議会だよだよりり　№123　平成24年11月１日

◆決算認定（平成23年度　一般会計、特別会計質疑）

　
予
算
、
決
算
と
い
う
時
系
列
の

中
で
、
９
月
は
決
算
議
会
と
い
う

こ
と
で
こ
の
後
平
成
　
年
度
の
予

25

算
編
成
に
取
り
組
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。
当
町
と
し
て
、
行
政
懇
談

会
、
事
業
仕
分
け
、
事
務
事
業
評

価
な
ど
、
予
算
編
成
に
際
し
て
ど

う
い
っ
た
流
れ
で
組
み
込
ま
れ
て

く
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は

予
算
編
成
方
針
を
毎
年
度
定
め
て

新
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。予
算
編
成
を
す
る
う
え
で
、

１
年
間
の
予
算
執
行
状
況
、
業
務

の
遂
行
状
況
、
事
務
事
業
の
評
価

結
果
な
ど
、
次
年
度
の
予
算
編
成

に
反
映
す
べ
き
も
の
は
す
べ
て
反

映
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
定
第
２
号
　
平
成
　
年
度

23

板
倉
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
認
定
第
２
号
は
質
疑
な
く
原
案

の
と
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
第
３
号
　
平
成
　
年
度

23

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
一
部
助
成
な
ど
検
討

し
て
い
る
の
か
。

　
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県

内
で
は
半
分
く
ら
い
の
自
治
体
が

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
近
隣
で

は
実
施
し
て
い
な
い
町
村
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
近
隣
の

１
市
５
町
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
不
正
の
疑
い
の
あ
る
レ
セ
プ
ト

に
よ
っ
て
、
だ
ま
し
取
ら
れ
た
医

療
費
は
詐
欺
行
為
に
あ
た
る
も
の

だ
。
刑
事
告
訴
も
で
き
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
し
な
か
っ

た
の
か
。そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
国
民
健
康
保
険
法
に
よ
り
、
監

督
、
監
査
、
指
導
の
権
限
は
厚
生

労
働
省
と
群
馬
県
に
あ
り
ま
す
。

不
正
の
疑
い
の
あ
る
事
案
が
発
生

し
た
場
合
、
権
限
を
持
っ
て
い
る

厚
生
労
働
省
と
群
馬
県
が
行
う
も

の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
告
訴
ま
た
は
返
還
請
求
な
ど
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
顧
問
弁
護
士

と
相
談
し
厳
正
に
対
処
し
た
い
。

認
定
第
４
号
　
平
成
　
年
度

23

板
倉
町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
認
定
第
４
号
は
質
疑
な
く
原
案

の
と
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
第
５
号
　
平
成
　
年
度

23

板
倉
町
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
認
定
第
５
号
は
質
疑
な
く
原
案

の
と
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
第
６
号
　
平
成
　
年
度

23

板
倉
町
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定

　
認
定
第
６
号
は
質
疑
な
く
原
案

の
と
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
企
画
財
政
課
長

特
別
会
計

主
な
質
疑

板倉町国民健康保険決算認定関係に伴う討論要旨

◆板倉町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に伴い、反対・賛成それぞれの立場から討論が

　行われました。討論内容の要旨は次のとおりです。

【反対討論要旨・青木秀夫議員】

　不正の疑いのあるレセプトによって、だまし取られ

た詐欺被害の事実があるにもかかわらず、国民健康保

険法の適用すらしなかった。また詐欺被害金額の返還

も求めなかったという事実がある。さらに、板倉町国保

会計は、刑事告訴という行為もしていない。だまし取ら

れた被害金額の返還さえ放置したままの平成23年度国

保決算認定には反対せざるを得ない。

　つけ加えると、医療費の増大、膨張が見込まれる状況

下であらゆる手段を用いて、医療費抑制に対策を講じ

なければならない。保険金詐欺の抑制、予防、一罰百戒

効果の有効手段として刑事告訴すべきである。

【賛成討論要旨・小森谷幸雄議員】

　懸案の不正請求の件については、顧問弁護士と相談

をして刑事告訴ができるのかどうかをしっかりと検証

し、告訴した場合は司法の場で白黒決着をつけていた

だきたい。さて、本題の国保会計については、厳しい

財政状況の中、収支の均衡を維持したことは一定の評

価ができる。また、増大する医療費に対しても人間ドッ

グ補助制度、特定検診診査事業の充実などを実施し、

医療費の抑制に努めるとともに、保険税収納対策にも

積極的に取り組んでいる。このことから国保会計を認

定することに賛成したい。

※なお、討論内容の詳細は町ホームページ掲載の

　会議録でご確認ください。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●●

Ｑ
秋
山
議
員

Ａ
健
康
介
護
課
長

Ｑ
青
木
議
員

Ａ
健
康
介
護
課
長

Ａ
栗
原
町
長

Ｑ
小
森
谷
議
員

９月定例会の詳しい内容は

会議録をご覧ください。

12月上旬、町ホームページ

に掲載します。

▼認定第３号　板倉町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について



（12（12））

　行政区に加入している４，４３８世帯に配付をお願いし、

３，８６７世帯からご回答をいただきました。回収率は、

８７．１％となりました。アンケート調査にご回答いただいた

町民のみなさま、また配布・回収にご尽力くださった行政区

役員のみなさまには大変お世話さまになりました。ご協力に

感謝いたします。

◆調査の目的

　議会に対する意見・意向や要望を伺い、今後の具体的な議

会の改革方策を議論していくもの。町民にわかりやすく開か

れた議会をめざし、住民のみなさまの要請や期待に応える議

会の改革を進めていきます。

Ｑ１　あなたの性別は？

　男女比率は、男性が６３．０％、女性が３４．１％となり、

男性の回答が多い結果となりました。「無回答」とは性別欄

への記入がなかった件数になります。

回収率回収数世帯地区

90.0%713792北

77.9%1,0021,286東

89.2%630706南

92.0%1,5221,654西

87.1%3,8674,438合　計

構成比集計性別

63.0%2,435男

34.1%1,319女

2.9%113無回答

100.0%3,867計

無回答

女

男

2.9%

63.0%

34.1%

　町議会では、平成24年７月、町内全世帯(各行政区加

入世帯)を対象に「板倉町議会に関するアンケート」を

実施しました。大変多くのみなさまにご協力いただき、

回収率が８７.１％となりました。

　板倉町議会では、町民からいただいた貴重なご意見を

真摯に受けとめ、今後の議会改革への取り組みの参考と

させていただきます。

板倉町議会に関する
アンケート結果報告

ご協力に感謝！
回収率８７％

アンケート回答者
男女の構成は？



（1（133））　議会議会だよだよりり　№123　平成24年11月１日

板倉町議会に関するアンケート結果報告

Ｑ３　あなたは、議会に関心がありますか？

構成比集計区分

19.7%762関心がある

53.8%2,081少し関心がある

23.5%910関心がない

3.0%114無回答

100.0%3,867計

Ｑ４の１で、あると回答したかたで

　傍聴回数は？

構成比集計傍聴回数

51.8%215１回

39.8%165５回以下

6.5%27１０回以下

1.4%6１１回以上

0.5%2無回答

100.0%415計

0.5%

無回答

11回以上

10回以下

５回以上

１回

51.8%39.8%

6.5%

1.4%

Ｑ４　これまでに板倉町議会を傍聴したことがありますか？

　

3.1%

無回答

傍聴したことがない

傍聴したことがある

10.7%

86.2%

2.9%

無回答

関心がない

少し関心がある

関心がある19.7%

53.8%

23.5%

構成比集計区分

10.7%415傍聴したことがある

86.2%3,333傍聴したことがない

3.1%119無回答

100.0%3,867計

Ｑ２　あなたの年齢は？

構成比集計年齢

0.8%31２０歳代

5.7%222３０歳代

13.7%529４０歳代

24.5%946５０歳代

32.1%1,243６０歳代

20.3%785７０歳以上

2.9%111無回答

100.0%3,867計

2.9%

無回答

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

0.8% 5.7%

13.7%

24.5%24.5%
32.1%

20.3%

板倉町議会を
傍聴したことは？

今まで傍聴は
どのくらい？

アンケート回答者
あなたの年齢は？

町議会に
関心がありますか
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Ｑ５で、読んでいないと答えたかたの理由は？

Ｑ６で、情報を得ていると回答したかたの情報源は？

Ｑ５　あなたは議会だよりを読んでいますか？

構成比集計区分

21.0%811全部を読んでいる

60.7%2,346関心のある記事だけ読む

15.4%594読んでいない

2.9%116無回答

100.0%3,867計

3.0%

無回答

読んでいない

関心のある記事
だけ読む

全部を読んでいる
21.0%

60.7%

15.4%

構成比集計区分

16.7%216町議会ホームページ

13.4%174議員個人のお便り

63.7%824地域の集会や会合など

6.2%80その他

100.0%1,294計

Ｑ６　議会だより以外で議会に関する情報を得ていますか？

構成比集計区分

30.4%1,174情報を得ている

65.8%2,546情報を得ていない

3.8%147無回答

100.0%3,867計

議会だより以外で
情報を得ている？

議会だより以外の
情報源はなに？

無回答

その他

内容がつまらない

議会だよりを知ら
ない

13.1%

67.0%

12.3%

7.6%

3.8%

無回答

情報を得ていない

情報を得ている30.4%

65.8%
その他

地域の集会や会合
など

議員個人のお便り

町議会ホームページ16.7%

13.4%

63.7%

6.2%

議会だよりは
読んでいますか？

議会だよりを
読んでいない理由

構成比集計区分

13.1%78議会だよりを知らない

67.0%398内容がつまらない

12.3%73その他

7.6%45無回答

100.0%594計
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Ｑ８　町議会議員に自分の意見や要望を伝えていますか？

構成比集計区分

14.4%555伝えている

81.3%3,144伝えていない

4.3%168無回答

100.0%3,867計

Ｑ７　町議会議員の活動内容を知っていますか？Ｑ７－２　選んだ町議会議員の活動に満足していますか？

　Ｑ７で知っていると少し知っていると回答したかた

Ｑ８で、意見や要望を伝えていると回答したかた

　　　どんな方法で伝えていますか

構成比集計区分

8.3%320知っている

46.3%1,792少し知っている

41.7%1,613知らない

3.7%142無回答

100.0%3,867計

構成比集計区分

6.7%142満足

42.9%905やや満足

25.5%537不満

24.9%524分からない

100.0%2,108計

構成比集計区分

77.3%454議員に直接

8.0%47議員に電話

0.5%3議員にメール

0.0%0議員にＦＡＸ

14.2%83その他の方法

100.0%587計

3.7%

無回答

知らない

少し知っている

知っている

8.3%

46.3%

41.7%

分からない

不満

やや満足

満足

6.7%

42.9%

25.5%

24.9%

4.3%

無回答

伝えていない

伝えている

14.4%

81.3%その他の方法

議員にＦＡＸ

議員にメール

議員に電話

議員に直接14.1%

77.3%

8.0%

0.5%

0.0%

議員の活動内容を
知っていますか？

議員の活動に
満足していますか

自分の意見や要望
伝えていますか？

伝えているかた
どんな方法で？

板倉町議会に関するアンケート結果報告
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Ｑ９　町議会議員の定数が１２人であることを

　　　知っていますか？

Ｑ10　町議会議員の人数について、どう感じますか。

Ｑ８で、意見や要望を伝えていないと回答したかた

　　　伝えていない理由は？（複数回答可）

構成比集計区分

41.8%1,617適　当

27.4%1,058多　い

2.2%84少ない

24.7%955分からない

3.9%153無回答

100.0%3,867計

構成比集計区分

30.0%1,180伝える意見や要望が特段ない

4.0%157議員に遠慮をして、伝えていない

21.0%827議員に意見・要望しても実現しない

12.6%497知っている町議会議員がいない

22.8%897伝える手段がわからない

7.1%279意見や要望は直接、役場に言う

2.5%100その他

100.0%3,937計

構成比集計区分

56.4%2,182知っている

39.9%1,543知らなかった

3.7%142無回答

100.0%3,867計

Ｑ10で、多いまたは少ないと回答したかたで

　　　具体的な人数は何人が適当だと思いますか。

多いと答えたかた（966人）

3０人

2１人

3３人

9４人

38５人

50６人

20７人

128８人

29９人

667１０人

16１１人

1１２人

少ないと答えたかた（73人)

2１３人

18１４人

27１５人

9１６人

5１８人

11２０人

1３２人

2.5%

その他

意見や要望は直接、役場
に言う

伝える手段がわからない

知っている町議会議員が
いない

議員に意見・要望しても
実現しない

議員に遠慮をして、伝え
ていない

伝える意見や要望が特
段ない

30.0%

4.0%

21.0%

22.8%

7.1%

12.6%12.6%

3.7%

無回答

知らなかった

知っている

56.4%

39.9%

無回答

分からない

少ない

多い

適当

41.8%

27.4%2.2%

4.0%

24.7%24.7%

伝えていないかた
その理由は？

町議員定数12人
知っていますか？

町議の人数は
どう感じますか？

多い？　少ない？
何人くらいが適当



（1（177））　議会議会だよだよりり　№123　平成24年11月１日

Ｑ12　町議会議員の報酬が月額２２万２千円について、

　　　どう感じますか。

構成比集計区分

27.2%1,050今のままで良い

38.3%1,482多　い

2.3%90少ない

28.3%1,095分からない

3.9%150無回答

100.0%3,867計

Ｑ11　現在の町議会議員の名前を何人ご存知ですか？

Ｑ13　今の町議会をどのように評価しますか。

構成比集計区分

11.3%437０人

10.6%411１人

46.3%1,792２人～５人

17.3%667６人～９人

10.5%407１０人以上（全員）

4.0%153無回答

100.0%3,867計

構成比集計区分

1.7%67評価する

29.7%1,147ある程度評価する

29.3%1,132あまり評価しない

6.5%253まったく評価しない

28.9%1,119わからない

3.9%149無回答

100.0%3,867計

4.0%

無回答

10人以上（全員）

６人～９人

２人～５人

１人

０人
11.3%

10.6%

46.3%

17.2%17.2%

10.5%

3.9%

無回答

分からない

少ない

多い

今のままで良い
27.2%

38.3%
2.3%

28.3%28.3%

3.9%

無回答

わからない

まったく評価しない

あまり評価しない

ある程度評価する

評価する

1.7%

29.7%

29.3%6.5%6.5%

28.9%

議員の名前は
知っていますか？

議員報酬は
多い？　少ない？

今の町議会を
どう評価しますか

板倉町議会に関するアンケート結果報告
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Ｑ15　町議会の改革が必要だと思いますか。

Ｑ14　町議会に町民の声が反映されていると思いますか？

構成比集計区分

1.6%61反映されている

32.5%1,259ある程度反映されている

27.8%1,074反映されていない

34.3%1,325わからない

3.8%148無回答

100.0%3,867計

構成比集計区分

60.7%2,348必要である

3.8%145必要でない

31.3%1,210わからない

4.2%164無回答

100.0%3,867総計

Ｑ15で、必要であると回答したかたで（複数回答可）

　　　　　具体的な改革の内容を選んでください。

構成比集計区分

12.9%550議会の審議機能の向上

7.9%338休日や夜間など傍聴しやすい議会

34.7%1,481住民の声が反映できる方法の検討

9.3%397会議の中継方法や傍聴方法の検討

14.2%604広報など情報提供の充実

21.0%893議員数、報酬などの検討

100.0%4,263計

具体的な改革
その内容は？

無回答

わからない

反映されていない

ある程度反映
されている

反映されている

1.6%

32.6%

27.8%

34.3%34.3%

3.8%

無回答

わからない

必要でない

必要である

60.7%

3.7%

31.3%

4.2%

議員数、報酬などの
検討

広報など情報提供の
充実

会議の中継方法や
傍聴方法の検討

住民の声が反映できる
方法の検討

休日や夜間など傍聴
しやすい議会

議会の審議機能の向上

12.9%

7.9%

34.7%
9.3%9.3%

14.2%

20.9%

町民の声は
反映されている？

町議会の改革は
必要だと思うか？
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Ｑ16　議会に対する意見や要望を自由に記入していただきま

した。総数４３６件もの貴重なご意見ありがとうございまし

た。各分野において、代表的な意見や要望を以下のとおり掲

載します。町ホームページにも議会改革のアンケート結果を

掲載しますので、ぜひご覧ください。

意見数項目No
77議会への要望1
45議員の姿勢2
32町政への要望3
27報告会4
25議会広報5
24議員報酬6
23住民の声7
19傍聴8
13地域振興9
13議員定数10
12合併問題11
11少子化対策12
11アンケート13
6道路対策14
5教育対策15
4福祉対策16
3防災対策17
3苦情問題18
3観光振興19
3農業対策20
3環境対策21
2企業誘致22
1庁舎建設23
1情報公開24
1ごみ対策25
1下水道対策26
68その他27
436計

・議会、議員としての活動内容が住民へ伝わって来ないの

　で、積極的に議会報告会などを実施して欲しい。

・町議会は、住民にとって身近な存在ではないように思え

　るので、もっと情報を提供して欲しい。

・選挙のときだけ議員活動をするのではなく、もっと積極

　的に住民の意見を聴いて欲しい。

・議会では議員同士の派閥を無くして、全員で協力して町

　を良くして欲しい。

・議会で意見を出し合い、様々な政策を議論して、もっと

　板倉町を住みよい町にして欲しい。

・町執行部に対して、本会議や一般質問などでしっかりと

　した意見を述べて政策提言をしてもらいたい。

・議会改革を進めているのは、大変良いことだと思う。今

　後の議会活動に期待したい。

 ・議員は町民全体の代表者であり、町民の一段高いところ

　から議論できる見識を持って欲しい。

・議会議員は自分の事だけを考えていては町の発展にはつ

　ながらない。

◆主な議会に対する意見や要望

　議会への要望

　町政への要望

・国道３５４号の早期完成、渡良瀬川と利根川に橋ができ

　ると便利になるし、町の経済が発展すると思う。

・板倉町が発展するには財源の確保が不可欠。企業誘致を

　積極的に取り組んでもらいたい。

・町の水場景観が重要文化的景観の選定を受け、渡良瀬遊

　水地がラムサール条約登録地となった。これを契機に、

　町のアピールに活用してほしい。

・板倉町の人口は減少傾向にある。それに伴って、北小学

　校、南小学校へ通学する児童が減ってきているので何ら

　かの対策を講じてほしい。

・町の高齢化が進み、各地区から子どもの人数がとても少

　なくなってきている。早急に小学校の統廃合を検討して

　もらいたい。

・周辺の市町が協力して、早期に合併を実現するよう努力

　してほしい。

・災害時にお知らせする緊急防災無線、屋外放送設備がな

　いので、一斉放送ができるシステムを検討してもらいた

　い。

・小さな子どもが遊べる大型の遊具がある公園を整備して

　ほしい。また子ども達の学力向上のため、図書館を作っ

　てほしい。

　議会報告会、議会広報、議員報酬、議員定数

・町民に対して議会活動や議員活動を定期的に公民館など

　で報告会を開催してほしい。

・議員一人ひとりの政策や考えが分からないので、公開討

　論会などを検討してもらいたい。

・板倉町のために、住民の声に耳を傾け、議員活動をして

　もらいたい。

・議会だよりだけでなく、町ホームページやケーブルテレ

　ビなどで放映してもらいたい。

・執行部より提案された議案に対して、どの議員が賛成し

　たのか、反対したのかを掲載してほしい。

・財政が厳しいと叫ばれている状況下なので、議員定数、

　議員報酬は多すぎると思う。

・ここ数年来、議員定数は削減してきている。これ以上議

　員数を減らしては町民の声が町へ届きづらくなってしま

　うのでこれ位が適当だと思う。

・議員活動、議会日数に対して、月額報酬が多すぎるので

　はないかと疑問に感じる。日当制を検討してもよいので

　はないか。

　住民の声、傍聴、地域振興

・各地区で抱えている課題を地元の議員が汲み上げ、住民

　の声として一つでも多く解決できるように取り上げても

　らいたい。

・議会を傍聴したいけれど、定例会がいつ開催されている

　のか分からない。一般質問者とその内容とあわせて、町

　広報紙やホームページへ掲載してほしい。

・もっと駅前に大型の商業施設（ドラッグストアやホーム

　センター）を誘致して活性化につなげてほしい。

議会に対する意見や要望を
自由に記入してもらいました！

　議員の姿勢

・議員は町民の意見をもっと聴いて、板倉町の将来を考え

　て欲しい。

・町に対して意見や要望を言うだけではなく、議員自らが

　勉強して政策提案をすべきと思う。

・議員は、町のため、地域のため、町民のために身を捧げ

　る覚悟で活動してもらいたい。

板倉町議会に関するアンケート結果報告
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板
倉
町
議
会
で
は
、
行
政
区
を

通
し
て
議
会
改
革
へ
向
け
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆
様
の
議
会

に
対
す
る
意
見
・
意
向
や
要
望
を

伺
い
、
今
後
の
具
体
的
な
議
会
の

改
革
項
目
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

▼
議
会
改
革
項
目
に
つ
い
て

　
左
表
の
と
お
り
、
議
会
改
革
項

目
を
細
か
く
分
け
、
一
つ
一
つ
議

論
検
討
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
、
前
進
し
て
は
立
ち
止

ま
っ
て
ふ
り
返
り
な
が
ら
議
会
改

革
に
向
け
て
の
検
証
や
改
善
案
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
会
議
を
重
ね

る
ご
と
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
着
実
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
ま
す
。

▼
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

◆
議
会
の
傍
聴
者
を
増
や
そ
う
！

　
町
議
会
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

議
論
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
や
は
り
多
く
の

町
民
の
か
た
に
議
会
を
傍
聴
し
て

い
た
だ
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
年
４
回
の
定
例

会
開
催
月
に
あ
わ
せ
て
広
報
い
た

く
ら
へ
議
会
日
程
、
各
種
議
案
、

一
般
質
問
通
告
者
及
び
質
問
要
旨

を
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
友
人
や

知
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

議
会
傍
聴
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
毎
月
、
全
議
員
が
参
加
し
て
議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
開
催
し
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
、
議
会

改
革
の
目
標
は
、
議
会
基
本
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
で
す
。
翌
年
の

平
成
　
年
３
月
定
例
会
に
制
定
が

25

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
議

会
が
一
丸
と
な
り
町
民
生
活
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

恐
議
会
改
革
へ
向
け
て
、
検
討
事
項
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議会改革項目の検討事項

大項目
中項目

Ⅰ　町民と議会の関係について

１　議会広報の発行

２　議会ホームページの充実

３　議会傍聴者への対応

４　議会の開催方法

５　町民への働きかけ

Ⅱ　議会と町長(執行部)等との関係

６　議会の評価

Ⅲ　議会の組織・構成等

７　議員定数

８　議員報酬等

９　任期など（各種の委員会等）

10　役員選挙

11　議員の服務規程

Ⅳ　議会の運営等及び機能

12　議会の開催

13　一般質問

14　行政報告（質疑など）

15　附属機関の設置

16　議員間討議

17　委員会関係

Ⅴ　議会の専門性等

18　議員研修

19　議会事務局

▲毎月、全議員で議会改革について検討中

板倉町議会に関するアンケート結果報告
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議 会 日 誌
◆８月
４日　板倉まつり
７日　板倉町体育協会第２回常任理事会
９日　板倉町教職員全体研修会／議会改革特別委員会
15日　平成24年度群馬県戦没者追悼式
18日　第21回群馬県ポンプ操法競技大会
19日　板倉町婦人防火クラブ連合会視察研修
21日　議員協議会／青色パトロール講習会
　　　みなかみ町議会行政視察研修受入
22日　群馬県後期高齢者医療連合会議会
　　　国道３５４号整備促進連絡協議会総会
24日　邑楽郡町村議会議長会臨時会
30日　議会運営委員会

◆９月
５～14日　９月定例会（本会議、一般質問、所管事務調査、
　　　　決算事務調査）、議員協議会、議会広報特別委員会
13日　イート・アンド叙新工場竣工式及び内覧会
14日　老人会グラウンドゴルフ大会
20日　一般廃棄物処理対策委員会議／議会改革特別委員会
24日　庁舎建設基本計画検討委員会視察研修
26～28日　郡議長会議長・事務局長合同県外視察研修
27日　館林地区暴力団追放推進協議会臨時総会
29日　各地区小学校運動会／敬老の集い
30日　農産物直売所　季楽里リニューアルオープンイベント

◆10月
３日　商工資金審査会
４日　野木町行政視察
８日　町民体育祭
18日　東毛広域幹線道路建設に関する要望活動
19日　議員協議会／庁舎基本計画検討委員会
21日　福祉まつり／板倉町近県少年野球大会
24日　県議長会町村議会議員研修会
26日　邑楽郡町議会議員親善スポーツ大会
27日　第33町民文化祭・商工祭
31日　国道３５４号整備促進連絡協議会　埼玉県知事要望

議長室エッセイ
　遠方の山々がくっきり映える季節
となりました。まもなく木枯らしが
吹くことでしょう。そして日本海側

や東北では、雪の便りもそう遠くなく聞こえ、足早に冬
が到来することでしょう。私は小林幸子の「雪椿」が好
きでよくこの歌を聴きます。中でも、この歌の３番の歌
詞が好きです。「つらくともがまんをすれば春の日が…」
雪国ならではの耐え生きる力強さを感じます。
　今年２回程、東日本大震災の被災地（東松島市と石巻
市）を訪れ、１年数か月経った復興状況を見ることがで
きた。また、被災された方からも話を聞くことができた。
見ると瓦れきの山があちこち見られ、また更地となって
いるところ、全く当時の破壊されたまま手をつけていな
い個所等といった状態にあり、まだまだ多くの人達が、
大切な家族や財産を失い、精神的ダメージの大きいこと
伺い知れます。でも少しずつではありますが、復興のき
ざしがあちこちに見ることができ少しホッとしていま
す。ですが被災地の人達に、今後も「じいーっと」がまんさ
せることのないよう国の支援はもとより、私達のできる
復興支援によって一日も早く春の日が訪れることを…。

一日も早く春の日が来ることを 議長　野中嘉之

ボールをつないで気持ちいい汗を流す

町民体育祭参加
　10月８日華、心地

よい秋晴れの中、板

倉中学校校庭で第48

回町民体育祭が開催

されました。町議会

議員も町執行部とと

もに、ボールカル

テットリレーで競技に参加して、気持ちいい汗を

流しました。

住民自治の向上と議会改革、防災を学ぶ

町村議会議員研修会
　10月24日我、吉岡

町文化センターで群

馬県町村議会議長会

主催の町村議会議員

研修会が行われまし

た。研修会では、住

民自治の向上と議会

改革と題して、山梨

学院大学 江藤俊昭教授が、また想定を超える災害

にどう備えるかと題して、群馬大学大学院 片田敏

孝教授がそれぞれ講演されました。講演では、住

民自治の根幹となる議会の役割、群馬県の災害特

性などを学びました。

グラウンドゴルフ
　10月26日画、明和町ふるさと広場で邑楽郡町村

議会議長会主催の第10回親善スポーツ大会でグラ

ウンドゴルフが行われました。団体戦は、各町上

位５位までの２ラウンドのトータルスコアの打数

が少ない順で競われ、昨年度は第４位だった板倉

町議会は今年は準優勝と奮闘しました。

　優　勝：千代田町議会

　準優勝：板倉町議会

　第３位：明和町議会

郡内議員がグラウンドゴルフで交流会
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谷
中
村
が
廃
村
し
て
百
年
が
過

ぎ
、
鉱
毒
の
沈
殿
池
と
な
り
本
州

一
広
大
な
ヨ
シ
原
と
な
っ
た
遊
水

地
は
今
、
湿
地
性
動
植
物
の
貴
重

な
生
息
地
と
な
り
ま
し
た
。
今
や

そ
の
自
然
の
魅
力
に
誘
わ
れ
て
訪

れ
る
人
は
年
間
　
万
人
と
も
言
わ

60

れ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
　
年
程
前
、
遊
水
地
の

20

こ
う
し
た
豊
か
さ
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ご
う
と
い
う
運
動
が
起
こ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
遊
び

回
っ
た
所
で
も
あ
り
、
私
も
　
年
15

前
か
ら
参
加
、
遊
水
地
を
知
る
ほ

ど
に
そ
の
魅
力
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
ツ
バ
メ
や
サ
ギ
な
ど
の
夜
の

ね
ぐ
ら
に
も
な
っ
て
お
り
、
夏
の

終
わ
り
の
夕
方
は
見
事
で
す
。

　
遊
水
地
は
群
馬
で
は
尾
瀬
に
つ

い
で
２
か
所
目
、
こ
の
７
月
の
世

界
会
議
で
「
国
際
的
に
重
要
な
湿

地
」
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
町
お
こ
し
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

渡

良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録

～
豊
か
な
自
然
は
板
倉
の
宝
～
 

大
字
海
老
瀬
　
寺
島
陽
子
さ
ん

防

災
無
線
を
早
急
に
！

～
見
守
ら
れ
て
い
る
実
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
～
　
 大
字
下
五
箇
　
高
野
一
子
さ
ん

　
我
が
家
は
、
加
須
市
（
旧
北
川

辺
町
）
と
隣
接
し
て
お
り
、
毎
日

屋
外
放
送
か
ら
の
音
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
、
熱
中
症
の
注
意
情
報
、
認

知
症
者
の
迷
子
の
お
願
い
な
ど
、

多
種
多
様
な
事
柄
で
す
。

　
特
に
、
児
童
会
（
小
学
生
）
か

ら
の
放
送
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、「
下
校
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
私
達
も
車
や
不
審

者
に
気
を
付
け
て
下
校
し
ま
す

が
、
地
域
の
皆
様
も
私
達
の
見
守

り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
流
れ
て
き
ま
す
。
町
中
で
子
ど

も
達
を
見
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

親
に
と
っ
て
も
心
強
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
毎
日
繰
り
返
す
事
で
犯

罪
や
事
故
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
緊
急
時
に
も
役
立
つ
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
迅
速
に
伝

え
る
方
法
と
し
て
、
防
災
無
線
の

設
置
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

町 政 へ 一　言
ひ と こ と

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日

受付簿に記入していただくだけで、どなたでも自由

に傍聴することができます。今度の定例会（12月議

会）は、12月11日峨からを予定しています。

　議会傍聴についてのお問い合わせは、議会事務局

山82-1111　内線511番までお気軽にお電話ください。

　
京
大
の
山
中
伸
弥
教
授
に
　
月
８
日
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学

10

生
理
学
賞
が
決
ま
っ
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
開
発
か
ら
６
年
、

「
成
果
は
無
限
に
生
み
出
せ
る
」
と
い
う
画
期
的
な
も
の
。

自
分
を
支
え
た
仲
間
や
家
族
や
国
か
ら
の
支
援
が
な
け
れ

ば
、
す
ば
ら
し
い
賞
は
受
賞
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
日

本
が
受
賞
し
た
賞
、
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
に
心
よ

り
「
感
謝
と
い
う
言
葉
し
か
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
感
謝

す
る
…
こ
れ
ほ
ど
美
し
い
行
為
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
感

謝
す
れ
ば
自
ら
の
心
も
な
ん
と
な
く
温
か
に
な
り
ま
す
。

感
謝
さ
れ
た
相
手
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
そ
の
心
の

交
流
を
み
て
い
る
方
も
、実
に
和
や
か
な
感
じ
が
し
ま
す
。

感
謝
の
交
流
こ
そ
、
平
和
の
原
点
と
言
え
ま
す
。
心
が
素

直
で
あ
れ
ば
感
謝
は
自
ら
生
ま
れ
ま
す
。
感
謝
す
る
こ
と

は
自
分
も
高
め
、
人
を
も
幸
せ
に
し
世
の
中
を
明
る
く
す

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
常
に
忘
れ
な
い
で
い
た
い
も
の

で
す
。 

（
議
会
広
報
特
別
委
員
　
市
川
初
江
記
）

嬉

幾

岐

忌
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『傍聴してみませんか』
だれでも簡単にできます

“議 会 傍 聴”

事　項開議時刻会議名期日

定例会（初日）午前９時本会議12月11日昇

一般質問午前９時本会議12月12日昌

常任委員会
（所管事務調査）

午前９時委員会12月13日昭

常任委員会
（所管事務調査）

午後１時30分委員会12月13日昭

定例会（最終日）午前９時本会議12月17日捷
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